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国際連合南スーダン共和国ミッション

（ＵＮＭＩＳＳ）への自衛隊の施設部隊派遣の概要について

防 衛 省

平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月
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○ 平成２４年１月以降より部隊を順次展開。第１次施設隊については約２１０名、第２次施設隊以降は約３３０名、現地支
援調整所要員については約３０名となる（予定）。

○ 当面、首都ジュバ及びその周辺で活動。

（南スーダンＰＫＯ）部隊派遣へ向けた日程・活動内容（予定）（南スーダンＰＫＯ）部隊派遣へ向けた日程・活動内容（予定）

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～

派
遣
へ
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程

活
動
内
容

1

予防接種・訓練

装備品の整備・国連用の白色塗装

民間航空機等のための契約手続等

装備品等輸送 装備品等輸送（２次隊）

宿営地整備・活動準備等

※交代時期は今後調整

・施設活動

警備

・宿営地整備

警備

２次隊以降の活動イメージ１次隊の活動イメージ

・施設活動

警備

１次隊 ２次隊
の活動 の活動

約210名
＋調整所約30名

約330名
＋調整所約30名

・ＵＮＭＩＳＳや南スーダン政府等とじ後の活動内容を調整

（司令部要員派遣）

１次隊・調整所逐次展開
（先遣隊ほか数派に分けて展開）

雨 期乾期

派
遣
命
令

警備

※ スケジュールは現段階のものであり、変更があり得る
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ｼﾞｭﾊﾞ

海自輸送艦

定期コンテナ船
ケニア

ウガンダ

南スーダン

ｴﾝﾃﾍﾞ

民航機（人員）

民間輸送機
（装備品等）

○ 南スーダンへの部隊展開・輸送は、陸海空の各種輸送手段を適切に組み合わせて実施。
○ 1次隊の部隊展開・輸送に関しては、民間及び航空自衛隊の航空輸送力を活用（海上輸送力は使用せず）。一部要員はエンテ
ベから空自C‐130Hにより移動。一部重機等はエンテベから民間車両で輸送。

民間車両
（装備品等）

：空路（本邦～ｴﾝﾃﾍﾞ）空路（ｴﾝﾃﾍﾞ～ｼﾞｭﾊﾞ）
：空路（本邦～ｴﾝﾃﾍﾞ）陸路（ｴﾝﾃﾍﾞ～ｼﾞｭﾊﾞ）
：海路（本邦～ﾓﾝﾊﾞｻ）陸路（ﾓﾝﾊﾞｻ～ｼﾞｭﾊﾞ）

（※ 場合により、他の経路を使用することもありうる。）

ﾅｲﾛﾋﾞ

ﾓﾝﾊﾞｻ

主な輸送経路（※）

民航機（人員）

民間輸送機
（装備品等）

※1次隊では不使用

（南スーダンＰＫＯ）部隊展開・輸送計画（南スーダンＰＫＯ）部隊展開・輸送計画

※1次隊では不使用

空自機（装備品等）

空自機（人員等）
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施設隊

中央即応集団

防衛大臣

統幕長

現地支援調整所

自衛艦隊 航空支援集団

UNMISS

派遣部隊指揮官（２佐）隊長（派遣国代表：１佐）（※３）

：施設隊の活動内容の協議

: 施設隊の活動業務のオーダー

：自衛隊の指揮系統（※４）

約１６０（※１） 約１７０（※２）

（※１）「おおすみ」型輸送艦１隻の人員
（※２）空輸隊（人員及び物資等の空輸部隊）、支援機隊・救援整備隊（現地で整備等の所要が発生した時のための部隊）、

運航支援隊（各寄港地における運航支援のための部隊）を合わせた数。
（※３）現地支援調整所の長が、国連との関係において自衛隊部隊の窓口となる予定。
（※４）各自衛隊の協同による運用形態。

（南スーダンＰＫＯ）派遣部隊の編成（南スーダンＰＫＯ）派遣部隊の編成

約３０ 約３３０

派遣国代表
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約３０名

（南スーダンＰＫＯ）現地支援調整所（南スーダンＰＫＯ）現地支援調整所

本部（ジュバ） ウガンダ班

・派遣国代表として、施設活動の全般についてUNMISSと調整

・現地支援調整所長として、現地支援調整所の業務を統括

・施設部隊が行う活動に係るUNMISS、南
スーダン政府及び関係機関との間の協
議及び調整

・ジュバにおける後方補給業務等に関す
る調整

・ウガンダにおける後方補給業務等に関
する調整

・ケニアにおける後方補給業務等に関す
る調整
※ 必要に応じ出張により対応

（例：ケニアへの患者後送、モンバサへの海上輸送、
撤収時における本邦への海上輸送等）

調整所長 【１佐】

ケニア班（※）
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（南スーダンＰＫＯ）施設部隊の編成概要（南スーダンＰＫＯ）施設部隊の編成概要

北部方面隊基幹

隊本部

約２１０名

警務班本部付隊 警備小隊

南スーダン派遣施設隊（第１次隊）
主力は中央即応連隊

一部は北部方面隊等

施設小隊

ドーザ 計６両
隊本部

約３３０名

警務班本部付隊 施設小隊 警備小隊施設器材小隊

南スーダン派遣施設隊（第２次隊）

大型重機主
体の部隊
（※）

マンパワー
主体の部隊

主要な施設器材及び車両 計約１６０両

油圧ショベル バケットローダ（※）

グレーダ（※）

軽装甲機動車 高機動車 トラック（大型・中型・小型）

ドーザ

◎ 主要装備品

主要な武器

９mm拳銃
計８４丁

８９式小銃
計２９７丁

５．５６mm機関銃
MINIMI
計５丁 5
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南スーダン ケニア

航空機
（固定翼）

（UN機･民航機）

一般診療及び
応急処置が可能

高度な外科治療
まで可能

救命等に必要な
簡易手術まで可能

活動地域
(ジュバ周辺)

UN Level1
陸自医務室

(ジュバ)

航空機（UN機回転翼）
UN救急車両等

UN救急車両等

患者発生

南スーダンＰＫＯでの医療体制南スーダンＰＫＯでの医療体制

（参考） 国連が定める医療基準
・Level1：初期医療、救急蘇生、安定化、次のレベルへの患者搬送

・Level2：二次医療、救急蘇生、安定化、四肢又は生命維持のための外科手術、基礎的な歯科医療、次のレベルへの患者搬送

・Level3：Level1、Level2に加えて、総合的な診断、専門的な入院治療、外科手術

・Level4：専門的な外科手術、処置、再建、リハビリ、回復期医療を含む、任務地域では得られない高度な専門医療

（出典：Medical Support Manual for United Nations Peacekeeping Operations （Chapter 3））

日本

状況により
国内へ搬送

自
衛
隊
病
院
等

UN Level 4
病院

（ナイロビ）
ナイロビ市内の民間病院

ＵＮ Level4病院

（ナイロビ市内の民間病院）UN Level2
病院

(ジュバ)

ＵＮ Level2病院

（バングラデシュ軍：ジュバ）

○ 南スーダンで治療困難な重症患者は、ケニアへの後送を基本とする。


